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に及ぼす影響を in vitro実験系にて明らかにする事を目的とした。 
（対象と方法）本研究にて使用した細胞は、ヒト線維芽細胞(HF 細胞)、ヒト間葉系幹細胞(HMS 細胞)、
ラット筋芽細胞(L6細胞)の 3種である。これらを十分に増殖させた後、それぞれの細胞を 6 well plate 
5枚に 5×105 cell/wellとなるように播種し 24時間 37℃下にて培養した。その後、0、4、17、および














場合、多重比較検定を行った。多重比較検定は、等分散が仮定できる場合は Tukey's test を、できな
い場合は Dunnett's T3 testを用いた。なお有意確立 5%未満をもって有意差ありとした。 
（結果）3つの細胞の 4℃刺激群において、レザズリンアッセイにて得られた蛍光強度、ATP濃度、mitDNA



































平成 28 年 1 月 7 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
